
　設計コンセプト　　区画独立型の防熱構造を採用　施工のポイント　　高断熱性能と省エネルギー対策を実現
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ロジクロス大阪住之江　完成
（９） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　６月１６日　（月曜日）

外観南西面

１階休憩室 １階Ｃ冷蔵庫 アプローチ

　当該計画地は大阪南港の物流施設が多く立地し、これからも発展が期待さ
れるエリアである。その中で、本計画は計画当初から世界でも数少ない多層
階のマルチテナント型冷凍冷蔵倉庫として進められた。これまでの冷凍冷蔵
施設は単一事業者による運営のため、隣接区画同士で温度湿度管理を気にす
ることはないが、ロジクロス住之江では当初から複数事業者での分割運用を
想定していたため、区画ごとに分割した防熱性能を有し、冷凍機もそれぞれ
個別に管理を行う計画となっている。
　また、通常のマルチテナント施設では事務所エリアを一体とした開発が多
く見られるが、本計画では事務所や休憩スペースを別棟とすることで、常温
の事務所エリアを結露に悩まされることがない計画とした。
　建築計画は敷地中央に倉庫棟を配し、北側は一般車駐車場、南側はトラッ
ク車路を挟んで事務所棟を計画しており、事務所棟からはバースの状況が伺
えるよう車路面に開口を設けている。冷蔵庫１階のインナーバースは海上コ
ンテナも接車可能な計画とし、建物前面の車路と併せて十分な展開スペース
を有している。
　また、従来型の冷凍冷蔵施設では在来コンクリート打設やＰＣ構造より鉄
筋コンクリート造が主流であるが、数年前から取り組んでいる柱ＲＣと梁Ｓ
造によるハイブリッド構造は、物流施設の中では時間がかかる冷凍冷蔵倉庫
の現場作業の省力化にも貢献している。
　昨今の物流施設で求められる環境配慮は、アンモニアＣＯ自然冷媒を用
いる高効率の冷凍機を屋上に集中設置する。また、外気温を遮断する断熱材
も環境負荷の少ない施工技術（ノンフロン製品）とし、建設時に関わる環境
配慮を行い、フロンを一切用いない施設となっている。
　東亜建設工業株式会社一級建築士事務所

　建築本部第一設計部エンジニアリング設計課　船山孝之

　本計画は冷凍・冷蔵食品の取り扱いが増加する中で、多様な温度帯に対応
できる施設の実現を目指しました。冷凍・冷蔵エリアは摂氏度からマイナ
ス度まで可変できる設計とし、半分はマイナス度固定、もう半分は可変
温度設定が可能な仕様としました。冷却設備には自然冷媒（ＮＨ＋ＣＯ）
を採用し、電力消費量を約％削減。館内にはＬＥＤ照明を全面的に導入し、
ＺＥＢ（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）取得を予定するなど、省エネル
ギー施策を推進しました。
　施工においては高い断熱性能を確保するために結露・氷結対策を徹底。低
温除湿方式を採用し、カビや錆の発生を抑制する工夫を施しました。また、
移動昇降式足場を導入することで、従来比％の工期短縮とコスト削減を実
現。冷却プロセスについてもコンクリートの劣化を防ぐために段階的に温度
を下げる方法を採用し、１カ月をかけてマイナス度まで冷却を進める計画
としました。
　安全対策としては挟まれ災害を防ぐセンサー付き高所作業車を導入し、作
業員の安全確保を徹底。熱中症対策のために太陽光パネル搭載の移動式エア
コン付き休憩所を最上階に設置し、作業環境の改善にも努めました。近隣対
策では周辺に民家があることを考慮し、騒音や振動を最小限に抑える施工方
法を採用。これまでの冷凍冷蔵倉庫の施工経験を生かし、品質と環境性能を
両立した施設を提供しました。
　「ロジクロス大阪住之江」は冷凍冷蔵倉庫の脱フロンを実現した施設です。
環境配慮型の冷却設備と高断熱性能を両立させることで、持続可能な物流拠
点としての役割を果たすことができます。本施設が長く愛される施設となる
ことを願っております。
　東亜建設工業・日本国土開発ＪＶ

　ＭＪ大阪柴谷ＪＶ作業所　所長　原井康晴
■工事名称／ロジクロス大阪住之江計画
■建設地／大阪市住之江区柴谷１の１の
■建築主／住之江デベロップメント特定目的会社（三菱地所株式会社の特定子会社）
■設計／東亜建設工業㈱一級建築士事務所
■施工／東亜・日本国土特定建設工事共同企業体
■コンストラクションマネジメント／株式会社フクダ・アンド・パートナーズ

■敷地面積／，．㎡
■延べ床面積／，．㎡
■構造／ＲＣＳ造（鉄筋コンクリート造一部鉄骨造）
■階数／倉庫地上４階建て、事務所地上３階建て
■主要用途／冷凍冷蔵倉庫
■工期／年月１日～年３月日

　三菱地所が大阪市住之江区で開発を進めていた大規模
冷凍冷蔵物流施設「ロジクロス大阪住之江」が完成した。
阪神高速号堺線「玉出ＩＣ」および４号湾岸線「南港
中ＩＣ」からのアクセスが良好で、大阪湾岸エリアの戦
略的物流拠点としての役割を果たす。三菱地所が手がけ
る冷凍冷蔵倉庫としては初のマルチテナント型の賃貸型
施設であり、冷凍・冷蔵食品の需要増に対応する新たな
物流モデルを提供する。施工は東亜建設工業・日本国土
開発ＪＶが担当した。
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　年月に着工し、当社にて開発を進めてきた「ロ
ジクロス大阪住之江」が３月日に竣工いたしました。
高品質な冷凍冷蔵物流施設の建設について、設計・施工
の両面からご尽力頂いた東亜・日本国土特定建設工事共
同企業体様をはじめ、本プロジェクトに携わった関係各
位、並びに近隣の皆様に、心より御礼申し上げます。
　当施設は、阪神高速号堺線の玉出ＩＣ及び阪神高速
４号湾岸線南港中ＩＣから約３㎞と高速道路までのアク
セスに優れ、かつ大阪メトロ四つ橋線「北加賀屋駅」よ
り徒歩圏内にあることから、雇用を確保しやすい環境に
なっております。

　倉庫の一部で温度帯可変式を採用することでテナント
企業の温度設定の柔軟性を可能としたほか、倉庫の一部
で冷却設備を含む時間対応可能のバックアップ電源を
確保し、テナント企業のＢＣＰ対策を支援します。また、
環境に配慮した自然冷媒を冷却設備に採用し、屋上に太
陽光設備を設置し施設内の自家消費に充てるなど、環境
に配慮した施設となっております。
　今後も、ロジクロスブランドのビジョンである「MOV
ING TOMORROW 未来を動かす物流施設へ」を信念
とし、持続可能で豊かな社会の実現に向けて新たな価値
を提供し続けてまいります。


